
導
者
で
あ
る
キ
ン
グ
牧
師
の
バ
ス
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
な
ど
の
勇
気
あ

る
行
動
に
つ
な
が
っ
た
。
良
く
も
悪
く
も
、
「
歴
史
は
繰
り
返
す
」
▼

好
き
な
戦
国
大
名
に
、
「
土
佐
の
出
来
人
」
の
異
名
を
も
つ
長
宗
我
部

元
親
と
い
う
人
物
が
い
る
。
彼
は
四
国
を
統
一
し
た
武
将
で
あ
る
の
だ

が
、
相
続
争
い
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
長
男
だ
け
に
英
才
教
育
を
施
し

た
。
こ
れ
は
同
時
代
の
信
長
も
同
じ
で
あ
る
の
だ
が
、
結
局
跡
継
ぎ
で

あ
る
長
男
は
ど
ち
ら
も
若
く
し
て
死
ん
で
し
ま
う
。
そ
の
後
継
者
へ
の

教
育
も
自
分
た
ち
の
死
に
よ
っ
て
間
に
合
わ
ず
、
家
中
は
混
乱
し
て
両

家
と
も
滅
亡
し
て
い
っ
た
。
元
親
を
主
人
公
の
一
人
に
し
た
三
浦
伸
昭

さ
ん
の
小
説
『
黒
南
風
の
う
た
』
で
は
、
長
宗
我
部
家
の
隆
盛
か
ら
滅

亡
ま
で
の
様
子
も
細
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
良
く
も
悪
く
も
、
「
歴

史
は
類
似
す
る
」
▼
『
歴
史
を
学
ぶ
』
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か

る
。
繰
り
返
す
こ
と
も
あ
る
し
、
意
外
な
と
こ
ろ
で
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
。
失
敗
か
ら
は
そ
こ
に
至
っ
た
状
況
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
し
、
成
功
例
に
も
学
べ
る
こ
と
は
あ
る
▼
先
人
た
ち
の
人
生
を
調

べ
、
学
ぶ
こ
と
は
、
自
分
が
ど
う
生
き
る
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
。
部
活
で
も
受
験
で
も
、
成
功
し
た
先
輩
た
ち
を
参
考
に
す
る
と
今

行
動
す
べ
き
こ
と
を
理
解
で
き
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
▼
と
に
か
く

歴
史
は
お
も
し
ろ
い
。
こ
の
夏
は
、
自
分
の
街
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ

て
み
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

薊) 

考えるきっかけになります。

文章を通じて自分と向き合

うこと、社会を客観的に見る

視点を持つことが大切です」

と笑顔で語った。 

７月２日(火)には、記述模

試が予定されている。この講

習会から学んだことを生か

して模試に挑もう。  （鷽） 

 

 むらさき草 

 

 

室
内
楽
部 
 

６
月
15
日(

土)

、
ル
ネ
こ
だ
い

ら
中
ホ
ー
ル
で
第

20
回
室
内
楽

現
在
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
自
動
販
売
機
設
置
に
向
け
て
代
議
員
会
や
中
央
委
員
会
で
議
論

が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
号
で
は
、
代
議
員
会
の
様
子
を
取
材
し
、
設
置
に
動
き
出
し
た
背
景

な
ど
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

編
集
部
共
同
取
材)  

  

本
将
旺
く
ん(

３
Ｌ)

は
「
今
年
度

中
の
自
販
機
設
置
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
」
と
語
っ
た
。
こ
れ
か
ら

の
代
議
員
会
に
つ
い
て
は
引
き
続

き
「
各
議
員
が
積
極
的
に
発
言
す

会
場
に
美
し
く
も
迫
力
あ
る
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
響
き
渡
っ
た
。 

 

吹
奏
楽
部 

 

６
月
16
日(

日)

、
ル
ネ
こ
だ
い

ら
大
ホ
ー
ル
で
第

44
回
吹
奏
楽

部
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

第
１
部
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
２
世
作
曲
の
『
雷
鳴
と
電
光
』

が
定
演
の
出
だ
し
を
飾
る
。
息
の

合
っ
た
力
強
い
合
奏
で
圧
巻
の
ス

テ
ー
ジ
が
ス
タ
ー
ト
。
雷
を
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
た
表
現
で
披
露
し
、

フ
ッ
ト
サ
ル
部
は
Ａ
チ
ー
ム
が
東

京
都
ベ
ス
ト
８
、
Ｂ
チ
ー
ム
が
ベ

ス
ト
16
と
い
う
成
績
を
残
し
た
。 

元
部
長
で
Ａ
チ
ー
ム
の
澤
田
泰

樹
く
ん(

３
Ｂ)

は
「
関
東
大
会
出

場
枠
が
増
え
る
と
い
う
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
中
、
関
東
大
会
に
進
む
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
」

と
話
す
が
「
ベ
ス
ト
８
ま
で
行
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
個
人
的
に
は

や
り
切
れ
た
の
か
な
」
と
心
中
を

部
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

第
１
部
の
ス
テ
ー
ジ
の
幕
開
け

は
軽
快
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
特
徴
の

『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』
。
こ
の
曲
は

同
タ
イ
ト
ル
の
映
画
の
主
題
歌
で

あ
り
、
譜
面
台
に
は
映
画
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
装
飾
が
さ
れ
て
い
た
。 

続
く
第
２
部
は
学
年
曲
演
奏
と

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
演
奏
。
特

に
イ
ギ
リ
ス
人
歌
手
エ
ド
・
シ
ー

ソリストを中心に美しい音色

がホールに響き渡る 

 

る
こ
と
で
、
活
発
か
つ
ス
ム
ー
ズ

な
議
会
に
し
て
欲
し
い
で
す
」
と

笑
顔
で
話
す
。
次
期
議
長
の
三
井

飛
鳥
さ
ん(

２
Ｇ)

は
秋
球
大
ま
で

に
自
販
機
を
設
置
し
て
、
多
く
の

生
徒
に
使
用
し
て
欲
し
い
と
い

う
。
ま
た
、
先
生
へ
の
提
案
や
議

会
で
話
し
合
っ
た
内
容
に
つ
い
て

「
夏
休
み
前
ま
で
に
改
善
策
を
出

す
こ
と
が
目
標
で
す
」
と
語
っ
た
。 

 

動
き
出
す
生
徒
会 

  

同
日
、
和
室
に
お
い
て
新
聞
委

員
会
主
催
で
中
央
委
員
会
の
座
談

会
を
行
っ
た
。
前
半
は
、
導
入
へ

の
動
き
が
本
格
化
し
て
い
る
自
販

機
に
つ
い
て
生
徒
会
役
員
の
松
本

千
冬
く
ん(

３
Ｂ)
、
勝
木
直
人
く

ん(

３
Ｇ)

、
橘
颯
太
郎
く
ん(

２

Ａ)

、
岡
﨑
翔
也
く
ん(
２
Ｂ)
、
森

彩
葉
さ
ん(

２
Ｍ)

、
畠
山
結
衣
さ

ん(

２
Ｆ)

の
６
名
に
話
し
合
っ
て

第
２
部
の
「
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル

２
０
１
９
」
で
は
、
一
糸
乱
れ
ぬ

隊
形
移
動
や
見
事
な
ガ
ー
ド
に
よ

っ
て
観
客
を
魅
了
し
、
軽
快
な
音

色
で
合
奏
を
披
露
。
会
場
が
一
体

と
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
。 

 

第
３
部
は
『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』

等
の
な
じ
み
深
い
楽
曲
を
演
奏
す

る
ポ
ッ
プ
ス
テ
ー
ジ
。
『
サ
ザ
ン

カ
』
を
１
、
２
年
生
が
合
奏
す
る

中
、
今
年
引
退
す
る
３
年
生
の
呼

名
が
１
人
ず
つ
行
わ
れ
、
途
中
か

ら
３
年
生
の
ア
カ
ペ
ラ
に
。
定
演

の
ラ
ス
ト
を
飾
っ
た
『
千
と
千
尋

の
神
隠
し
・
ハ
イ
ラ
イ
ト
』
で
は

主
人
公
、
千
尋
を
取
り
巻
く
映
画

中
の
非
日
常
的
な
世
界
観
を
思
い

出
さ
せ
る
仕
上
が
り
に
。
各
パ
ー

ト
の
個
性
を
存
分
に
生
か
し
た
合

奏
に
心
を
奪
わ
れ
る
。
中
に
は
涙

を
流
す
生
徒
も
見
ら
れ
、
生
徒
一

丸
と
な
っ
て
築
く
音
色
に
会
場
中

が
感
動
に
包
ま
れ
た
。 

(

菘
・
鷽) 

 

ポップな演奏と巧みな隊形移動 

によって彩るステージ 

 

 

  

意
見
飛
び
交
う
代
議
員
会 

 

６
月
19
日(

水)

、
書
道
室
で
第

３
回
代
議
員
会
が
開
か
れ
た
。
中

央
委
員
会
の
提
案
か
ら
、
現
在
生

徒
会
で
進
め
ら
れ
て
い
る
「
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
自
動
販
売
機(

以
下

自
販
機)
設
置
」
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。 

１
つ
目
の
議
題
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

「中央委員会と協力して 

話し合いを進めていきます」 

 

６
月
２
日(

日)

に
開
催
さ
れ
た

第
６
回
全
日
本
Ｕ
―

18
フ
ッ
ト

サ
ル
選
手
権
大
会
東
京
都
大
会
。

吐
露
す
る
。
澤
田
く
ん
が
１
番
記

憶
に
残
っ
て
い
る
と
話
し
た
の

は
、
Ａ
チ
ー
ム
が
自
由
が
丘
学
園

高
校
と
戦
っ
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
の
１
回
戦
。
東
京
都
Ｕ
―
18
フ

ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
１
部
同
士
で
の

対
戦
と
な
り
、
前
半
開
始
７
秒
で

得
点
を
失
っ
た
が
、
最
終
的
に
は

４
対
２
で
勝
ち
切
っ
た
。 

日
頃
の
練
習
で
は
、
プ
ロ
フ
ッ

ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
バ
ル
ド
ラ
ー
ル
浦

小論文についてアドバイス
する小嶋さん 

歴
史
が
好
き
だ
。
気
に
な
る
も
の
が
あ
る
と
時
間
を
忘
れ
て

調
べ
て
し
ま
う
▼｢

歴
史
は
暗
記
教
科｣

と
言
う
人
が
い
る
。

た
し
か
に
社
会
と
い
う
教
科
は
単
語
と
し
て
覚
え
て
し
ま
え

ば
、
得
点
は
取
れ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

歴
史
は
た
だ
の
暗
記
科
目
だ
ろ
う
か
▼
１
８
１
２
年
の
ナ
ポ

レ
オ
ン
の
ロ
シ
ア
侵
攻
の
失
敗
か
ら
学
ん
で
い
れ
ば
１
３
０

年
後
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
第
二
次
世
界
大
戦
で
ソ
連
に
敗
北
す
る

こ
と
も
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
イ
ン
ド
の
ガ
ン
デ
ィ
ー

の
非
暴
力
不
服
従
は
30
年
後
、
ア
メ
リ
カ
公
民
権
運
動
の
指

６月１２日(水)の６時限目、第２体育館にて１年生を対象

にした小論文講演会が開かれた。 

今回の講師は桐原書店の小嶋清志さん。小嶋さんは小論文

を書くときの注意点として「同じ言葉を何度も使いすぎない

ように気を付けることが大切です」と話す。また、自分の意

見に対する理屈付けが大切であるため、具体例を使って、内

容を分かりやすくすると良いという。 

最後に小嶋さんは「小論文を書くことは、将来の生き方を

（１） 

す
」
と
導
入
に
向
け
て
の
意
欲
を

見
せ
た
。 

 

＊ 

＊ 

＊ 
 

昨
年
の
生
徒
会
選
挙
の
と
き
か

ら
、
会
長
の
松
本
く
ん
も
公
約
に

掲
げ
て
い
た
自
販
機
の
導
入
。
先

日
、
代
議
員
会
に
も
提
出
さ
れ
話

し
合
い
は
刻
々
と
進
ん
で
き
て
い

２０１９年（令和元年）６月２８日（金曜日） No. ２９８（RE） １版 

・・・・・・・ 
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一
面:

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
自
動
販
売
機
導
入
ど
う
な
る 

 
 
 

フ
ッ
ト
サ
ル
Ｕ
―
18
都
大
会
ベ
ス
ト
８ 

二
面:

55
回
生
、
実
際
に
近
い
選
挙
を
体
験 

 
 
 

錦
城
祭
に
向
け
て
本
格
始
動 

題字 井口 文章 

再刊 第２９８号 

印刷・発行 

 

 

る
。
一
方
で
、
ご
み
の
分
別
な
ど

導
入
を
妨
げ
る
問
題
も
数
多
く
残

っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。 

こ
れ
か
ら
の
生
徒
会
の
動
向
に

注
視
し
て
い
く
と
と
も
に
、
当
事

者
で
あ
る
私
た
ち
も
ご
み
の
分
別

を
意
識
し
て
行
う
な
ど
自
販
機
設

置
に
向
け
て
積
極
的
に
協
力
し
て

い
き
た
い
。 

ル
の
ゴ
ミ
箱
の
設
置
場
所
に
つ
い

て
。
各
階
の
コ
モ
ン
ス
ペ
ー
ス
、

各
ク
ラ
ス
に
置
く
と
い
う
案
が
出

た
。
ま
た
ゴ
ミ
は
家
に
持
ち
帰
る

べ
き
と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
、
活

発
な
議
論
と
な
っ
た
。 

続
く
２
つ
目
の
議
題
は
、
ゴ
ミ

の
分
別
と
回
収
す
る
担
当
者
に
つ

い
て
。
各
ク
ラ
ス
の
日
直
や
清
掃

担
当
が
行
う
と
い
う
意
見
が
多
数

派
を
占
め
た
。
し
か
し
、
ゴ
ミ
捨

て
の
仕
事
を
怠
る
人
が
い
る
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
す
る
意
見
も
出

た
。 ３

つ
目
の
議
題
は
自
販
機
を
置

く
こ
と
で
生
じ
る
問
題
に
つ
い

て
。
以
前
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い

る
、
ゴ
ミ
の
分
別
に
つ
い
て
の
指

摘
が
あ
っ
た
。
改
善
策
と
し
て
、

ゴ
ミ
の
分
別
表
を
ゴ
ミ
箱
の
前
に

貼
る
と
い
う
案
を
出
す
代
議
員
も

い
た
。 

中
央
委
員
会
で
は
今
回
代
議
員

会
で
出
た
意
見
を
参
考
に
、
今
学

期
中
を
目
標
と
し
て
生
徒
へ
の
自

販
機
設
置
に
関
し
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
う
予
定
だ
。
元
議
長
の
岩

自動販売機設置への意気込みを語る次期議長 

ゴミ問題について考えを 

出し合う役員たち 

も
ら
っ
た
。 

会
長
の
松
本
く
ん
は
、
学
校
に

自
販
機
を
置
こ
う
と
思
っ
た
経
緯

に
つ
い
て
「
昨
年
度
副
会
長
を
務

め
て
い
た
と
き
か
ら
、
意
見
箱
に

『
自
販
機
を
置
い
て
欲
し
い
』
と

い
う
声
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、
生
徒

の
ゴ
ミ
分
別
問
題
が
未
解
決
だ
っ

た
の
で
取
り
組
め
な
い
で
い
ま
し

た
」
と
語
る
。
し
か
し
最
近
、
食

堂
の
ゴ
ミ
箱
を
見
て
改
善
の
兆
し

が
見
え
て
き
た
こ
と
か
ら
設
置
に

向
け
て
動
き
出
し
た
。
松
本
く
ん

は
「
自
販
機
が
設
置
で
き
た
ら
学

校
を
挙
げ
て
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動

に
参
加
し
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
た
。 

監
査
委
員
長
の
勝
木
く
ん
に
よ

る
と
、
錦
城
高
校
か
ら
小
平
駅
ま

で
の
道
で
ポ
イ
捨
て
が
増
え
て
し

ま
う
、
ゴ
ミ
箱
が
あ
ふ
れ
る
な
ど

と
い
っ
た
反
対
意
見
も
先
生
か
ら

い
く
つ
か
あ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
の

一
方
で
、
先
生
と
の
協
議
を
経
て

話
し
合
い
に
踏
み
切
っ
た
と
い

う
。
こ
れ
か
ら
の
ゴ
ミ
問
題
へ
の

対
策
と
し
て
は
、
分
別
の
仕
方
が

分
か
ら
な
い
人
の
た
め
に
、
ゴ
ミ

の
分
別
表
の
作
成
や
ク
ラ
ス
へ
の

呼
び
か
け
を
す
る
予
定
だ
と
話

す
。
自
販
機
が
置
か
れ
る
ま
で
の

道
の
り
は
ま
だ
長
く
、
生
徒
会
は

最
後
に
「
み
ん
な
に
納
得
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
力
を
尽
く
し
ま

「ここまで来れたのはコーチ

と顧問の先生のおかげ」 

ラ
ン
の
代
表
曲
『Shape of You

』

の
演
奏
で
は
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
曲

調
が
弦
楽
器
を
弾
く
奏
法
で
表
現

さ
れ
て
お
り
、
観
客
は
手
拍
子
を

交
え
な
が
ら
見
入
っ
て
い
た
。 

第
３
部
で
は
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

映
画
『
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
』
の
メ

ド
レ
ー
な
ど
を
披
露
。
ま
た
『You 

Raise Me Up

』
の
演
奏
中
、
顧
問

の
神
谷
洋
行
先
生
に
よ
っ
て
今
回

で
引
退
す
る
３
年
生

13
人
が
一

人
ひ
と
り
呼
名
さ
れ
、
中
に
は
涙

を
流
す
部
員
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

部
長
の
柴
田
ア
リ
ソ
ン
花
乃
さ
ん

(

３
Ｊ)

は
「
こ
の
３
年
間
は
決
し

て
楽
な
道
で
は
な
か
っ
た
で
す

が
、
素
敵
で
立
派
な
仲
間
を
持
て

て
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
み
ん
な

今
日
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
」

と
言
葉
を
残
し
た
。 

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
葉
加
瀬
太
郎

作
曲
『
情
熱
大
陸
』
が
披
露
さ
れ
、

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。 

  

安
の
元
選
手
で
あ
る
小
倉
勇
外
部

コ
ー
チ
に
指
導
を
う
け
て
い
て
、

日
々
力
が
つ
い
て
い
る
こ
と
を
実

感
で
き
た
と
い
う
。 

最
後
に
澤
田
く
ん
は
自
分
た
ち

の
３
年
間
の
経
験
に
よ
る
教
訓
な

ど
を
含
め
て
「
中
だ
る
み
を
し
て

し
ま
い
真
面
目
に
練
習
で
き
な
く

な
る
の
が
１
番
心
配
。
最
後
の
試

合
で
不
甲
斐
な
く
負
け
る
の
は
自

分
た
ち
自
身
。
普
段
の
練
習
を
き

ち
ん
と
し
て
今
の
３
年
生
の
成
績

を
越
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
後

輩
た
ち
へ
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
(

薊) 

 



（２） 
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６
．
１
４
～
６
．
２
７

 

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

６
月
９
日(

日)

・
16
日(

日) 

▼
令
和
元
年
度
東
京
都
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
兼
国
民
体
育
大
会

選
手
選
考
会 

 

２
日
目
出
場 

 

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

６
月
９
日(

日) 

▼
令
和
元
年
度
東
京
都
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
兼
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
予
選
兼
国
民
体
育

大
会
予
選    

２
回
戦
敗
退 

 

剣
道
部 

６
月
15
日(

土) 

▼
全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会 

東
京
都
予
選(

団
体) 

男
子 

 

初
戦
敗
退 

女
子 

２
回
戦
敗
退 

 

映
画
研
究
部 

６
月
16
日(

日) 

▼
第
66
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
高
校 

放
送
コ
ン
テ
ス
ト 

６
月
19
日(

水) 
  

代
議
員
会 

６
月
26
日(

水) 

球
技
大
会
実
行
委
員
会 

６
月
27
日(

木) 

体
育
学
芸
委
員
会 

錦
城
祭
実
行
委
員
会
常
時
活
動
中

中
央
委
員
会 

 
 

常
時
活
動
中 

 

 

今
回
の
こ
だ
い
ら
食
い
倒
れ

は
、
一
橋
学
園
駅
か
ら
徒
歩
12
分

の
所
に
あ
る
「
ナ
イ
ト
ー
洋
菓
子

店
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
～
！
昭

和
の
色
を
残
す
、
落
ち
着
く
雰
囲

気
の
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
で
す
。
コ
ダ

イ
ラ
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
は
、「
小

平
発
ぶ
る
べ
ー
ぱ
い
」
と
い
う
商

品
。
お
値
段
は
２
０
０
円
と
高
校

生
で
も
手
が
届
く
良
心
的
な
値
段

で
す
！
パ
イ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
カ

ス
テ
ラ
の
間
に
、
小
平
産
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
を
た
っ
ぷ
り
と
使

っ
た
一
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
商
品
は
、
小
平
市
か
ら
の

地
元
名
産
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使

っ
た
商
品
を
使
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
に
こ
た
え
て
作
ら
れ
ま
し

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
や
バ
レ
ン
タ
イ

ン
の
季
節
は
多
く
の
お
客
さ
ん
が

お
店
に
訪
れ
る
そ
う
で
す
。
温
か

く
出
迎
え
て
く
れ
た
店
員
の
内
藤

良
子
さ
ん
は
「
材
料
を
加
工
せ
ず
、

正
直
に
使
っ
て
、
素
材
の
う
ま
み

を
生
か
し
た
商
品
に
仕
上
げ
ま
し

た
。
家
族
団
ら
ん
の
一
役
を
担
う

商
品
に
な
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
実

際
に
食
べ
て
み
る
と
、
コ
ク
の
あ

る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
の
風
味

が
口
の
中
に
広
が
り
ま
す
。
す
っ

き
り
と
し
た
味
わ
い
で
紅
茶
と
の

相
性
も
抜
群
。
作
り
手
の
思
い
が

こ
も
っ
た
優
し
い
味
で
し
た
。 

ナ
イ
ト
ー
洋
菓
子
店
は
ケ
ー
キ

の
種
類
も
豊
富
で
、
値
段
も
お
手

頃
な
の
で
お
す
す
め
で
す
！
小
平

出
身
の
人
も
そ
う
で
な
い
人
も
、

高
校
生
活
で
の
青
春
の
思
い
出
に

ナ
イ
ト
ー
洋
菓
子
店
の
甘
酸
っ
ぱ

い
「
小
平
発
ぶ
る
べ
ー
ぱ
い
」
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

 
 

(

雀) 

「昨年よりも楽しい錦城

祭を目指しています」 実際の選挙で使われている選挙箱へ投票する様子 

６
月
19

日(

水)

、
55

回
生
を
対
象
に
第
１
体
育
館
で
模
擬
選
挙
が
行
わ

れ
た
。
終
了
後
は
講
師
の
お
２
人
に
高
校
生
の
選
挙
へ
の
姿
勢
と
、
模
擬

選
挙
の
重
要
性
に
つ
い
て
聞
い
た
。 

 
 

 
 

 
(

編
集
部
共
同
取
材) 

 

立
会
演
説
・
投
票
の
様
子 

 
６
月

19
日(

水)

第
１
体
育
館

で
、
明
治
大
学
政
治
学
部
教
授
の

西
川
伸
一
先
生
と
東
京
都
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
の
斉
木
あ
ゆ
み

さ
ん
を
迎
え
、
55
回
生
が
模
擬
選

挙
を
行
っ
た
。
始
め
に
西
川
先
生

か
ら
選
挙
に
関
す
る
ク
イ
ズ
が
出

題
さ
れ
、
生
徒
は
事
前
に
配
ら
れ

た
片
面
ず
つ
に
赤
と
青
の
色
が
つ

い
た
フ
ァ
イ
ル
を
使
い
、
回
答
し

た
。
ク
イ
ズ
で
は
「
衆
参
合
同
選
挙

に
な
っ
た
際
、
有
権
者
は
１
度
に

最
大
何
票
を
投
じ
る
こ
と
に
な
る

か
」
や
「
最
下
位
当
選
の
得
票
が
同

数
だ
っ
た
場
合
の
議
員
の
選
び

方
」
が
出
題
さ
れ
た
。
得
票
同
数
の

問
題
で
は
半
数
近
い
生
徒
が
正
解

で
あ
る
「
く
じ
引
き
」
を
選
択
し

「
大
学
生
で
も
な
か
な
か
正
解
で

き
な
い
ん
で
す
よ
」
と
西
川
先
生

を
驚
か
せ
た
。
55
回
生
は
周
り
の

友
人
と
相
談
し
な
が
ら
回
答
し
て

い
た
。 

そ
の
後
、
久
野
凌
雅
く
ん(

３

Ｌ)

、
小
山
奈
緒
さ
ん(

３
Ｅ)

、
松

本
千
冬
く
ん(

３
Ｂ)

の
３
人
が

「
小
平
駅
前
に
で
き
た
東
京
ド
ー

ム
１
個
分
の
土
地
を
ど
の
よ
う
に

利
用
す
る
か
」
を
争
点
に
小
平
市

長
候
補
と
し
て
模
擬
演
説
を
行

う
。
演
説
を
聞
き
、
各
ク
ラ
ス
か
ら

４
人
の
代
表
生
徒
が
本
物
の
投
票

箱
と
記
載
台
、
本
物
と
同
じ
材
質

の
投
票
用
紙
を
使
い
、
実
際
の
選

挙
と
同
じ
よ
う
な
環
境
で
投
票
。 

開
票
作
業
は
錦
城
の
選
挙
管
理

委
員
会
が
行
い
、
立
会
人
付
き
で

本
格
的
に
行
わ
れ
た
。 

開
票
結
果
は
「
駅
前
に
カ
ジ
ノ

を
設
置
す
る
」
と
宣
言
し
た
松
本

く
ん
が
当
選
。
楽
し
く
選
挙
に
つ

い
て
色
々
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が

出
来
た
。 
 

投
票
し
た
生
徒
は 

 

模
擬
選
挙
で
実
際
に
投
票
を
体

験
し
た
齊
藤
花
実
さ
ん(

３
Ｅ)

。

投
票
は
周
り
の
人
と
同
じ
よ
う
に

や
っ
た
た
め
、
特
に
戸
惑
う
こ
と

は
な
か
っ
た
そ
う
。「
本
物
の
用
紙

と
同
じ
材
質
の
紙
で
投
票
し
た
か

ら
、
本
番
の
投
票
で
も
緊
張
す
る

こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
前
も

っ
て
体
験
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
」
と
話
す
。
一
方
で
今
回
の
投

票
は
簡
単
な
内
容
に
つ
い
て
だ

っ
た
の
で
、
実
際
に
も
っ
と
難
し

い
こ
と
に
つ
い
て
投
票
す
る
と

き
に
も
、
今
回
の
模
擬
選
挙
と
同 

         じ
よ
う
に
投
票
し
て
し
ま
っ
て

い
い
の
か
と
い
う
不
安
も
語
っ

て
い
た
。 

 

選
管
役
の
生
徒
は 

 

今
回
の
模
擬
選
挙
で
は
、
錦
城

の
選
挙
管
理
委
員
会
の
生
徒
が

開
票
作
業
を
担
当
。
ま
た
、
実
際

の
選
挙
と
同
様
に
、
生
徒
が
立
会

人
と
し
て
開
票
作
業
に
立
ち
会

っ
た
。 

開
票
作
業
に
携
わ
っ
た
選
挙

管
理
委
員
会
元
委
員
長
の
豊
田

和
樹
く
ん(

３
Ｌ)

は
「
立
会
人
が

見
て
い
た
の
で
緊
張
し
ま
し
た
」

と
感
想
を
話
す
。 

開
票
作
業
は
投
票
用
紙
を
３

分
の
１
に
分
け
、
１
人
が
集
計
し

た
後
、
他
の
人
が
ま
た
見
直
す
、

と
い
っ
た
方
法
で
行
わ
れ
た
。

「
実
際
の
選
挙
で
こ
の
作
業
を
行

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
と

て
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
」
と
豊

田
く
ん
は
語
っ
た
。 

今
回
の
模
擬
選
挙
で
は
、
無
効

投
票
は
な
か
っ
た
そ
う
。
最
後
に

「
生
徒
会
選
挙
で
も
、
無
効
投
票

を
な
く
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
呼

び
か
け
た
。 

選
挙
へ
行
く
意
義
と
は 

 

模
擬
選
挙
終
了
後
、
講
師
２
人

に
話
を
聞
い
た
。 

３
年
前
に
も
錦
城
で
は
模
擬
投

票
を
行
っ
た
。
そ
の
直
後
の
初
め

て

18
歳
選
挙
と
な
っ
た
参
議
院

選
挙
で
錦
城
生
の
投
票
率
が
84
．

８
％(

２
０
５
号)

だ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
聞
く
と
、
西
川
先
生
は
「
全

国
平
均
よ
り
も
高
い
で
す
ね
」
と

驚
い
た
様
子
を
見
せ
て
い
た
。
今

回
の
模
擬
選
挙
の
よ
う
に
、
選
挙

に
関
す
る
授
業
を
行
う
こ
と
は

「
実
際
の
選
挙
に
行
く
動
機
づ
け

に
な
り
ま
す
」
と
全
国
的
な
統
計

結
果
も
引
用
し
な
が
ら
説
明
し

た
。 

錦
城
祭
実
行
委
員
長
の
森
彩
葉

さ
ん(

２
Ｍ)

に
錦
城
祭
に
向
け
て

の
活
動
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。 

 今
年
か
ら
の
変
更
点 

 

６
月
25
日
現
在
、
実
行
委
員
会

は
１
番
時
間
の
か
か
る
企
画
の
審

査
が
終
わ
っ
た
段
階
。
ほ
と
ん
ど

の
企
画
書
は
期
日
通
り
提
出
さ
れ

た
と
い
う
。
現
在
提
出
さ
れ
て
い

る
飲
食
企
画
は
、
例
年
よ
り
お
か

ず
系
が
多
め
な
傾
向
に
あ
り
、
一

般
企
画
の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て

は
、
特
に
劇
が
少
な
い
そ
う
だ
。 

今
年
か
ら
の
新
た
な
変
更
点
は

主
に
３
つ
。
１
つ
目
は
、
企
画
の
再

審
査
だ
。
例
年
、
再
審
査
は
な
か
っ

た
が
、
よ
り
ク
オ
リ
テ
ィ
を
上
げ

る
た
め
最
大

10
個
以
内
で
の
再

審
査
が
決
ま
っ
た
。
再
審
査
は
１

週
間
後
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

２
つ
目
は
、
企
画
書
を
締
め
切

る
前
に
錦
城
祭
の
テ
ー
マ
を
決
定

し
た
こ
と
。
例
年
、
テ
ー
マ
が
決
め

ら
れ
て
い
た
の
は
企
画
審
査
後
だ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
は

各
企
画
が
テ
ー
マ
に
内
装
な
ど
を

合
わ
せ
て
く
れ
た
そ
う
。
そ
こ
で
、

今
年
は
新
た
に
テ
ー
マ
と
の
関
連

性
が
企
画
審
査
の
採
点
基
準
に
加

え
ら
れ
た
。
「
多
く
の
ク
ラ
ス
が

『
星
河
一
天
』
に
あ
わ
せ
た
手
の
込

ん
だ
企
画
を
提
出
し
て
く
れ
ま
し

た
」
と
話
す
。 

３
つ
目
は
今
年
が
初
め
て
の
取

り
組
み
で
あ
る
、
テ
ー
マ
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
看
板
の
作
成
。
お
題

を
決
め
て
、
錦
城
生
全
員
に
星
形

の
紙
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
も

ら
い
、
そ
れ
を
貼
っ
て
看
板
を
作

る
。
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
、
横
５
～
６

メ
ー
ト
ル
と
大
き
な
看
板
に
な
る

予
定
だ
と
話
し
た
。 

 
 

(

燕) 
 

錦
城
祭
に
向
け
て 

 

実
行
委
員
会
は
本
番
で
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
も
し

事
故
が
起
き
れ
ば
錦
城
祭
は
即
中

止
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、

危
険
性
が
な
い
か
を
委
員
会
で
し

っ
か
り
検
討
し
て
い
る
そ
う
だ
。 

錦
城
祭
の
目
標
を
聞
く
と
「
学

校
全
体
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で

す
」
と
森
さ
ん
。
錦
城
生
に
向
け
と

笑
顔
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

(

燕) 
 

みんなでお揃いのポーズ 

 

教
育
実
習
を
終
え
た
８
人
の

実
習
生
。
そ
の
う
ち
５
人
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

市
川
先
生
：
終
わ
っ
て
み
た
ら
あ

っ
と
い
う
間
の
３
週
間
で
し
た
。

毎
日
悩
ん
で
、
自
分
の
未
熟
な
部

分
が
見
え
た
け
れ
ど
、
最
後
に
ク

ラ
ス
の
生
徒
に
お
礼
を
言
わ
れ

て
、
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま

し
た
。 

小
野
川
先
生
：
生
徒
と
の
距
離
を

保
つ
の
が
難
し
か
っ
た
で
す
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。
最
後
に
色
紙

を
も
ら
っ
て
、
感
動
で
泣
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

辻
先
生
：
週
16
コ
マ
の
授
業
は
大

変
で
し
た
が
、
充
実
し
て
い
ま
し

た
。
朝
や
放
課
後
に
生
徒
が
話
し

か
け
て
く
れ
た
の
が
印
象
的
で

し
た
し
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
最

後
に
は
チ
ェ
キ
の
ア
ル
バ
ム
を

も
ら
い
ま
し
た
。 

生徒から植田先生に 

送られた千羽鶴と色紙 

６月１８日(火)に 

モルモットの兄弟が誕生！ 

里親を７月２日(火)まで探して

います。興味のある方は生物部

員か顧問の阿部一郎先生まで！ 

 

甘酸っぱい｢小平発 

ぶるべーぱい｣ご賞味あれ 

髙
橋
先
生
：
素
直
な
生
徒
が
多
い

と
い
う
印
象
で
し
た
。
先
生
が

「
勉
強
し
ろ
」
な
ど
と
い
う
の
は

皆
を
考
え
て
言
っ
て
く
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
受
け
止

め
て
、
今
の
よ
う
に
素
直
な
ま
ま

大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

植
田
先
生
：
千
羽
鶴
を
も
ら
い
ま

し
た
。
生
徒
か
ら
い
い
先
生
に
な

れ
る
と
言
わ
れ
た
の
で
頑
張
り

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 (

蓮) 

 

 6 月 18 日(火)から図書室の貸し出しカウンター

に太宰治の作家紹介コーナーが設置されている。司

書の渡邊愛先生によると、図書室では、作家が書か

れた20枚ぐらいのカードの中から図書委員が引い

た作家を紹介することにしているそう。それが偶

然、最近 71 回目の桜桃忌(太宰治の命日で遺体が

発見された日)を迎えた太宰治だったそうだ。渡邊

先生は「暗いとい

うこと以外の新し

いイメージを太宰

治作品に見つける

きっかけになって

くれると嬉しいで

す」と今回の展示

で期待することを

 

西
川
先
生
は
「
選
挙
は
権
利
だ

か
ら
、
私
た
ち
が
行
き
な
さ
い
と

い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
も

選
挙
に
行
か
な
い
と
政
治
に
文
句

は
言
え
な
い
し
、
世
の
中
は
よ
く

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
選
挙

へ
行
く
意
義
を
語
っ
た
。
そ
こ
で
、

斉
木
さ
ん
は
受
験
で
忙
し
い
高
校

生
に
「
期
日
前
投
票
」
を
勧
め
る
と

と
も
に
、
最
近
はtwitter

と
い

っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
候
補
者
の
情
報

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
紹
介

し
た
。 

今
回
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、
実

際
の
投
票
の
際
に
は
そ
の
日
投
票

所
で
一
番
初
め
に
投
票
す
る
人

選挙について「そんなに気負わな
くてもいいですよ」と斉木さん(右) 

太宰治の名作が勢揃い 

テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門 

 

第
２
位 

 

全
国
大
会
出
場
決
定 

 

ダ
ン
ス
部 

６
月
23
日(

日) 

▼
第
７
回
日
本
ダ
ン
ス
大
会 

２
０
１
９ 

 
 

 
 

  

出
場 

 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部 

６
月
23
日(

日) 

▼
国
体
予
選 

中
村
・
竹
内
ペ
ア 

５
回
戦
敗
退 

松
村
・
水
口
ペ
ア 

３
回
戦
敗
退

倉
畑
・
須
田
ペ
ア 

３
回
戦
敗
退 

和
田
・
竹
内
ペ
ア 

１
回
戦
敗
退 

渡
邉
・
宮
田
ペ
ア 

１
回
戦
敗
退 

   

が
、
投
票
箱
が
空
の
状
態
か
を
確

認
す
る
「
ゼ
ロ
票
確
認
」
と
呼
ば
れ

る
作
業
が
あ
る
。
ゼ
ロ
票
確
認
を

し
た
い
と
早
朝
５
時
か
ら
並
ぶ
人

も
い
る
そ
う
だ
。「
興
味
の
あ
る
人

は
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と

斉
木
さ
ん
は
話
し
た
。 

 
 

 
 

 

＊ 

＊ 

＊ 
 

７
月
に
は
参
議
院
選
挙
が
控
え

て
い
る
。
有
権
者
の
１
人
と
し
て

模
擬
選
挙
で
知
っ
た
決
断
の
難
し

さ
や
、
政
治
参
加
の
意
識
を
も
っ

て
投
票
所
に
行
こ
う
。 

実際に使われた、折っても 

元に戻る投票用紙 

語る。 

最後に「立ち読み大歓迎なので、勉強以外にも

本に触れるためにぜひ図書室に立ち寄ってほしい

です」と錦城生に呼びかけた。    (雀) 
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